
手術室看護師として誇りを持っています！ ～手術室～
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手術室では毎日３０件～４０件ほどの多くの手術が行われています。
私たち看護師は、手術を受けられる患者様が少しでも安心できるように
準備をし、迎えています。患者さんが順調な術後を過ごされている、
という情報を先生や病棟の看護師から聞くと、とってもうれしくなります。

手術室看護師ってどんなことをしているの？
と思われる方も沢山いると思います。
手術着を着て、医師に器械を渡している、
というイメージが強いのではないでしょうか？
そういう人は器械だし担当といいます。
何百という器械の種類、名前を覚えて介助しています！
他には、外回り担当といって術中の手術全体のサポート
（患者さんの看護、医療機器のセッティング、
記録、麻酔医の補助、カウント・・・などなど）をします。
とても大変な毎日ですが、誇りを持ってやっています！

全国JCHO職員全体で、自施設の経営に関して考えていける
知識と活用方法を研修（6月～9月）でトレーニングしました。
これで様々な職種が、データーを元にそれぞれの新しい提案が
できる仲間が増えたこと思います。
組織を活性化できる仲間をJCHOは育成しています。

先週のTOPIX
JCHO経営パワートレーニング（最終発表）


